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光
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。
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佐
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と
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近
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鏡
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よ
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。
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岡
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れ
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よ
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古
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古
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ベ
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、
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れ
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菌
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ら
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台
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ら
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西
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落
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由
来

K
よ
れ
ば
、
五
位
庄
の
「
五
十
三
ヶ
村
ア
十
二
郷
ニ
わ
け
、
都
大
将
十
二
人
観

と
あ
る
)
、

(
台
子
保
九
年
越
州
川
人
山
三
社
記
に
は
一
曜
日
臨
二
主
使
十
二
人
こ

そ
し
て
一
宮
様
よ
れ
ノ
右
十
二
人
ノ
者
共
ニ
祭
礼
五
十
三
ヶ
付
よ
り

付
被
為
成
候
」

入
用
取
立
千
百
〈
わ
ん
と
申
ま
つ
り
:
:
・
」
を
と
り
し
き
ら
せ
た
と
ち
る
c
と

の
「
千
医
く
わ
ん
祭
一
は
近
世
一

k
b
い
て
も
と
り
な
こ
な
わ
れ
、
惣
社
の
浅
井

神
社
は
知
識
米
と
称
し
て
御
供
料
米
を
取
り
立
て
て
い
た
こ
と
か
ら
、

承
は
事
実
と
そ
う
大
き
〈
違
っ
て
い
在
い
と
考
え
ら
れ
る
o

だ
と
す
れ
ば
、 と

の
」
広

世
の
五
泣
庄
で
は
四

t
五
ヵ
村
よ
り
な
る
十
余
の
下
部
単
位
が
h
o

か
れ
た
こ
と

に
も
仏
る
c
庄
官
十
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
鳥
倉
村

K
在
っ
た
と
一
伝
《
て
ら
れ
る
と

ζ

ろ
か
ら
、
前
記
の
五
カ
村
も
そ
う
し
た
下
部
単
位
を
左
し
舟
正
一
考
え
ら
れ
7
心
乙

4.担?主

O 担E宇土

3.ーと戸、今弐

7ヲ:'j'I 

って

i
〕て、

庄
遺
体
制
の
梯
壊
後
げ
い
な
い
て
も
、

こ
う
し
た
地
域
単
位
(
な
そ
ら

く
、
そ
の
地
域
形
成
盈
程
に
な
い
て
は
前
記
の
庄
宮
え
ち
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
で
あ
ろ
う
/
一
が
下
加
茂
社
を
，
中
心
と
す
る
祭
紀
行
事
に
残
さ
れ
、
そ
れ

が
近
世
に
継
丞
ふ
さ
れ
た
り
が
前
述
の
神
輿
渡
部
の
行
一
盲
学
で
あ
一
ろ
う
O

左
沿
、
嘩
丹

谷
に
は
親
王
塚
・
域
が
平
止
。
観
音
堂
跡
・
議
冶
口
座
可
左
ど
の
小
字
名
が
浅
さ

れ
、
ま
た
五
ヵ
村
と
も
、

山
出
発
下
位
十
回

K
あ
る
耕
地
は
五
位
注
清
水
陀
よ
り
濯

慨
さ
れ
た
こ
し
ご
乞
付
け
加
え
て
な
と
う
。

月
野
谷
村
(
国

3
)
乃
一
見
多
気
神
社
(
祭
神
は
安
調
天
皇
H

斎
王
様
現
と
小
彦

名
ム
叩
)
は
、

(
神
社
明
細
喰
)
、

国
士
口
組
(
近
世
郷
と
一
致
ゾ

の
-
惣
社
を
唱
え

近
世
一
に
恥
い
て
は
一
毎
年
八
月
七
日
祭
礼
之
初
湯
の
花
為
入
用
銭
一
を
苔
野
嶋
。

cp 

嶋
崎
・
古
間
十
L

・
月
野
谷
・
五
十
辺
・
八
口
・
手
氏
野
の
七
ヵ
村
げ
い
割
符
し
、
「

「
q

J

U

J

-
・
:
・
仕
殺
修
覆
雑
用
等
二

2揚
ノ
花
銭
二
割
符
仕
立
村
」
/
]
¥
よ
れ
ノ
出
ぎ
れ
た
。

6 

主主

と
の
惣
社
は
一
部
の
村

h
k
よ
り
維
持
運
営
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
G

ま

ず
、
そ
の
い
有
地
か
七
ヵ
村
の
共
有
山
の
一
角
げ
い
る
っ
た
ζ

ー
と
か
ら
、
、

山
の
入
会

関
係
が
そ
の
基
底
に
あ
ヲ
た
こ
と
は
落
か
で
る
る
o
山
麓
の
村
々
は
「
e

・・:・蔵

人
議
原
因
是
認
当
地
ニ
下
向
ア
リ
、
古
市
地
口
ハ
〆
間
耐
袋
、
円
骨
鉄
「
下
〆
品
世
主
骨
伊
奈
静
れ
ノ
再
詮

シ
テ
〕
村
口
問
)
ノ
/
設
公
司
ノ
由
一
同
ク
」

(
神
社
明
細
媛
・
湧
点
筆
者
注
)
?
と
る
る
よ
う
に
古

く
か
ら
拓
か
れ
た
と
と
ろ
で
、
前
記
七
ヵ
付
の
う
ち
嶋
崎
・
苔
野
崎
を
除
/
¥
五

ヶ
村
は
国
吉
用
求
広
一
日
時
し
、

細
池
・
鳴
崎
c

玄
口
野

¥
4
〆

(
以
上
の
村
ば
一
元
和
五
年
の
利
波
郡
家
高
新
1

1

)
に

頭
川
・
山
石
汗
は
別
水
利
で
、

己その勉;7)村

〉 ブで弓ニレ< ~" 
-，芳三JW 

5竺野毛

地域祭史実ヨ

み員宅

えは
るそ

れ

しeJ

O 中

1fT 

J 

ゼノ

去、

1嶋崎

5.古土子

と
の
ほ
小
、
佐
賀
野
は
、
近
世
初
頭
げ
一
一
宿
駅
ー
と
し
て
在
。
た
が
、
農
業
的

K

[~ 3 

元
和
五
年
の
「
新
媛
ー
一
か
ら
は
洩
れ
て
な
り
、
径
八

時判

W
い
で
き
、
答
野
出
?
と
上
八
ヶ
新
は
寛
文
年
閣
の
佐
賀
野

は
不
安
定
左
と
と
ろ
で
、

口
は
官
足
、
水
Z

正



用
水
の
岡
さ
く
忙
な
る
新
村
で
あ
る
。
と
い
う
ζ

と
は
、

見
多
気
神
社
の
祭
紀

集
団
は
国
士
口
用
水
懸
り
の
古
い
村
々
を
主
体
に
携
成
さ
れ
、

他
水
利
や
後
発
の

新
村
は
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
走
る
o
嶋
村
。
苔
野
柏
崎
伊
れ
つ
い
て
は
疑
問
が

残
る
が
、

こ
の
祭
杷
集
団
も
舞
谷
他
四
ヵ
村
と
同
様

K
、
近
世
以
前
に
山
ひ
入

会
関
係
と
水
利
の
共
同
を
ふ
ま
え
て
成
立
し
、
そ
の
連
帯
を
近
世
へ
と
継
続
さ

せ
、
後
か
ら
成
立
し
た
村
々
を
抱
摂
す
る

K
至
ら
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
心

寛
文
年
問
、
山
田
野
ム
口
一
地
に
新
田
用
水
を
閉
ざ
〈
し
て
拓
か
れ
た
謹
直
営
の

山
田
新
町
の
細
木
新
村
に
は
、

「五
山ク
田 村
新 の
田富
由」

来ま

'--三
15'ま

よ渇
れ木

i玄室

同図
4 呂

はー

と
通
称
さ
れ
る
神
明
社
が
あ
る

「
細
木
峠
ト
申
所
を
惣
宮
地
ニ
浅
シ
置
{
呂
ア
建
、
山
田
新
白
開
発
一
夜
仰
付
候
節

御
納
戸
銀
ア
以
御
室
白
井
社
地
ニ
ハ
役
桟
敷
仕
立
、

御
祭
一
紀
縮
万
ト
ン
テ
御
割
場

に
諦
足
軽
被
遣
候
・
:
・
」
!
と
、

新
回
開
発
に
と
も
左
て
て
濯
の
肝
入
り
で
新
田

一
帯
の
惣
宮
と
し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
る
る
。
同
宮
の
五
芳
村
と
い
う
の
は
、

「
猶
以
村
数
五
ケ
所
か
六
ケ
所
ニ
い
い
え
し
、
家
ハ
廿
件
、
村
領
之
内
J

J

つ
り
ち
ら
り
に
莞

図
為
立
可
申
候
」
寛
文
一
三
年
の
条
に
い
う
開
発
当
初
の
新
村
「
士
子
¥
際
は
細
木

¥戸。

新
・
大
窪
新
・
大
塚
新
。
縄
蔵
新
・
赤
坂
新
・
天
池
新
¢
六
ヵ
村
)
/

指
し
、

そ
の
後
国
広
e

西
山
田
を
加
え
た
八
カ
村

K
よ
り
祭
紀
き
れ
、

一
同
(
呂
の
一
五
カ

村
の
祭
'
り
ノ
」

K
は
広
〈
山
田
新

E
C
村
々

よ
り
人
か
出
、
お
の
ず
と
惣
宮
と
し
て
の
地
位
を
占
め
る

K
至
っ
た
。

(
水
利
や
山
の
入
会
一
で
共
同
す
る

こ
う
し
た
開
発
に
と
も
な
う
も
の
!
と
し
て
、
金
屋
本
江
村
の
白
山
比
昨
能
神

社
(
主
神
は
菊
理
緩
命
)
が
あ
る
(
図
2

)

0

「
往
古
・
本
村
並
二
近
饗
数
」
品
リ

ノ
氏
神
卜
ナ
リ
J
J

由
、
中
古
毎
村
ニ
氏
神
の
鎮
斉
シ
シ
ヨ
リ
本
社
ア

k
l
E
日E

 

ヒ
テ
今
衆
庶
帰
依
セ
ル
社
ナ
リ
」

(
神
社
明
細
帳
)
と
、

村
々

K
↓
産
土
神
一
信
仰

が
普
及
す
る
以
前
は
、
同
社
か
そ
の
近
郷
一
円
の
総
氏
神
的
地
位
に
あ
っ
た
と

と
を
伝
え
て
い
る
つ
穂
波
泡
方
に
は
白
山
社
。
分
布
は
少
/
/
¥

こ
と
げ
い
開
発
の

新
し
い
一
扇
状
地
に
は
、
神
間
凡
社
が
圧
倒
的
に
多
〈
、

白
山
社
は
あ
ま
り
み
ら
れ

な
い
の
だ
が
、

金
塁
本
江
に
議
接
す
る
内
御
堂
'
野
寺
・

7

問
中
に
も
白
山
一
社
が

あ
る
こ
と
は
る
と
程

伝
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
o
ま
た
、

延
宝
年
間
四
げ
一
ヘ
芝
居
一
本
江
村
の
佐
次
郎
兵
衛
に
よ
か
売
か
れ
た
金
墨
本
江
新
の
氏

神
は
、

白
山
比
四
山
一
一
花
一
叩
社
よ
り
分
嗣
ぎ
れ
た
G

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

近
世
村
落

の
自
立
後
も
、
従
前
の
つ
な
が
り
が
吉
村
や
窺
村
の
氏
神
へ
の
尊
崇
を
持
続
せ

し
め
た
乙
と
を
物
語
る
。

庄
川
の
立
一
一
A
G
河
跡
が
浅
さ
れ
て
、
開
発
の
な
く
れ
た
一
扇
頂
部

K
立
地
す
る

古
上
野
村
へ
図

2
)
五
力
主
一
神
社
も
、

二
万
石
用
水
山
石
武
口

K
属
す
る
五
ケ
・
古

上
野
ι

古
同
議
新
・
庄
新
・
筏
の
五
カ
村
の
総
社
と
さ
れ
て
い
る
(
庄
新
は
宝
麿

年
間
に
山
続
投
-
:
た
だ
し
、

そ
の
等
島
市
に
は
変
わ
り
刀
念
い
・
・
:
・
神
社
明
細
帳

7 

)

C

十
(
〕
上
野
と
一
立
フ
(
明
ケ
と
あ
る
の
は
調
違
い
だ
ろ
う
)

は
「
一
冗
和
五
年
利

波
郡
家
一
回
向
ノ

一
代
記
載
さ
れ
た
比
較
的
古
い
村
だ
が
、
筏
は
寛
永
十
一
、
，
.
、

正
保
三
年
む
問
、
高
犠
所
は
正
保

t
明
暦
年
間

K
、
庄
新
は
延
宝

t
天
保
年
間

に
で
き
穴
新
村
で
あ
?
な
こ
と
か
ら
、

こ
と
で
も
、

古
村
や
親
村
の
氏
神
へ
の
達

帯
が
一
残
ー
さ
れ
与
一
む
で
は
な
い
だ
る
う
か
υ

と
も
老
れ
、
開
発
か
中
世
後
半
か
ら
一
近
世
に
か
け
て
進
ん
だ
扇
状
地
に
は
、

間
同
発
の
共

村
々
の
本
末
閣
係
あ
る
い
は
水
利

C
共
同
を
紳
と
し
た
、
換
言

す
れ
ば
、
農
業

ιe農
民
的
を
?
な
が
り
を
基
盤
?
と
し
た
祭
紀
の
連
帯
が
近
世

を
通
じ
マ
持
続
さ
h
一
六
占
、
は
注
目
き
れ
る
c

以
上
の
よ
う
に
、
開
拓
む
古
い
凶
麓
地
域
の
小
祭
柁
連
合
は
、

中
世
的
左
郷

内
の
小
地
域
結
ム
ロ
を
近
世
陀
継
承
し
た
と
い
う
性
格
を
も
つ
の

K
対
し
、
開
拓

の
新
し
い
一
扇
状
地
品
、
台
地
で
は
、
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
開
発
、
新
村



の
成
立
と
深
〈
関
係
し
て
い
る
o
そ

ζ
K
、
両
者
の
祭
杷
集
盟
と
し
て
の
性
格

の
相
違
が
予
想
さ
れ
る
が
、
今
の
と
と
ろ
、

そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
欠

〈
O 

機
能
神
の
祭
記
圏

フ
カ

y
ド
ク

不
吹
堂

庄
川
町
か
ら
城
端
町
に
か
け
て
の
南
嘱
の
山
麓
一
帯
で
は
、
春

一一一

t
四
日
頃
に
局
地
的
強
風
、

い
わ
ゆ
る
フ
ェ
!
ン
風
が
吹
〈
こ
と
が
多
〈
、

時
に
は
風
速
二

0
メ
ー
ト
ル
を
越
す
と
と
も
あ
り
、
古
来
、
南
嘱
山
麓
の
人
々
は

ζ

の
突
然
の
強
風
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
(
口
)
O

井
波
町
周
辺
の
記
録

K
残
る

大
被
害
を
ざ
っ
と
捨
い
あ
げ
て
も
、
宝
暦
九
年
(
一
七
五
八
)
の
井
波
大
火
l

北
田
・
井
波
・
山
見
・
松
嶋
が
全
焼
、
同
十
二
年
二
月
大
風
、
四
月
大
火
、
寛

政
二
年
(
一
七
九

O
)
、
同
七
年
、
文
化
十
一
年
(
一
八
一
回
)
、

そ
し
て
明

治
十
二
年
、
同
四
十
三
年
の
細
野
・
井
口
の
大
火
と
枚
挙
の
い
と
ま
が
念
い
。

そ
こ
で
古
く
よ
り
、

ζ

の
大
風
を
鎮
め
ん
が
た
め

K
、

五
穀
豊
穣
e

安
全
を
祈
っ
て
、

シ
ナ
ト
ベ

不
吹
堂
一
と
呼
ば
れ
る
風
神
堂
や
級
長
戸
辺
神

と
の
地
域
の
村
々
で
は
、

社
(
祭
神
は
志
那
都
比
古
命
・
志
那
都
比
売
ム
叩
)
を
建
て
る
と
と
が
な
と
念
わ

て
き
た
o

こ
れ
ま
で
に
十
三
の
不
吹
裳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
じ
こ
れ
ら
の
不
吹

堂
K
は
一
村
だ
け
の
も
の
も
あ
る
が
、
数
ヵ
村

K
よ
っ
て
共
同
祭
記
さ
れ
る
も

の
が
多
い
c

文
政
五
年
(
一
八
二
一
一
)
、
井
口
地
方
は
冷
・
皐
害
と
秋
の
台
風

K
よ
り
大

凶
作
で
あ
っ
た
o
そ
ζ

で
、
井
口
郷
の
東
西
原
・
川
上
中
。
蛇
喰
・
井
口
・
宮

後
・
池
尻
・
久
保
'
田
屋
、
山
見
郷
の
江
見
・
安
清
・
森
清
・
三
清
・
雨
潜
の

十
三
ヵ
村
が
寄
合
い
相
談
の
結
果
、
風
除
け
と
雨
乞
い
の
た
め
、
翌
六
年
天
摩

(

8

)

 

不
動
明
王
を
祭
っ
た

1

0

と
れ
が
川
上
中
の
不
吹
堂
、

出
の
頂
に
洞
を
建
て
、

。
と
れ
ら
の
村
々
は
、
赤
祖
父
川
の
水
郷
に
寓
す
る
o
そ
の

中
核
を
在
し
た
赤
祖
父
郷
の
村
々
は
宏
大
在
郷
中
入
会
山
を
共
有
し
(
印
)
、
村

々
の
連
帯
の
紳
が
非
常
に
強
い
地
域
で
あ
っ
た
が
、
郷
中
の
池
田
・
石
田
の
両

村
が
ζ

の
祭
杷
集
団
よ
り
抜
け
て
い
る
o
そ
れ
は
、

で
あ
る
(
図
4
)

に
属
さ
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
o
と
い
う
の
も
、 こ

の
両
村
が
赤
祖
父
水
郷

そ
の
後
三
清
・
雨
潜

の
荷
村
が
と
の
不
吹
堂
の
祭
紀
集
団
よ
り
脱
落
し
て
い
っ
た
の
も
、
近
代
に
入

っ
て
両
村
が
山
見
八
ケ
口
用
水
よ
り
引
水
す
る
よ
う
に
な
ヲ
て
、
赤
祖
父
川
よ

り
取
水
す
る
必
要
が
乏
し
く
左
っ
た
o
す
な
わ
ち
、
実
質
的
に
は
赤
祖
父
水
郷

よ
り
脱
落
し
た
こ
と

K
原
因
す
る
か
ら
で
あ
る
o
乙
れ
よ
り
、

が
「
郷
」
範
域
を
基
盤

K
、
水
利
の
連
帯
を
主
要
念
契
機
と
し
、

げ
い
よ
り
強
化
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

ζ

の
祭
柁
集
団

と
の
不
吹
堂
が
水
神
と
風

山
郷
の
連
帯

不吹堂

不吹堂察記
の村々

蓑谷

[j JII上中

4官

• 

• 
曹長幸

..~主
細
木

・堂

‘ 
‘' 

-・.. 

8 

2 ... 

荷積の不吹堂祭~e.醤4. 図



河
川
と
い
う
両
面
の
性
格
を
持
つ
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
o

ζ

の
祭
記
集
団
の
中
核

を
な
し
た
赤
祖
父
水
郷
の
村
々
が
単

K
機
能
的
・
一
一
回
的
念
緋

K
よ
っ
て
結
ぼ

れ
た
集
団
と
し
て
で
は
な
〈
、
よ
り
統
合
的
性
格
を
も
っ
集
団
と
し
て
、
井
波

。
城
端
と
い
う
大
き
な
町
に
は
さ
ま
れ
な
が
ら
、
近
世
は
も
ち
ろ
ん
、

明
治
前

期
の
め
ま
ぐ
る
し
い
行
政
区
画
変
遷
過
程
を
経
て
現
在

K
至
る
ま
で
、

そ
の
行

政
的
・
経
済
的
・
社
会
的
一
体
性
を
堅
持
し
た
一
因
と
し
て
、

こ
う
し
た
共
同

町
民
ボ
柁
も
重
要
在
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
o

城
端
西
南
部
、
蓑
谷
の
慈
雲
神
社
(
図
4
)

は
蓑
谷
・
細
野
・
西
明
・
正
谷

-
大
鋸
屋
・
新
泉
沢
。
理
休
・
林
道
・
北
野
三
ク

(
一
長
楽
寺
・
次
郎
丸
・
士
口
松
)

心
九
カ
村
氏
よ
り
祭
一
記
さ
れ

(
神
社
明
細
媛
)
、

そ
の
範
域
は
能
美
郷
と
一

致
す
る
o
き
て
、

山
林
に
関
し
て
は
、

北
野
三
ケ
・
西
明
・
細
野
・
蓑
谷
の
入

会
山
を
は
じ
め
、
村
落
間
で
複
雑
左
入
会
関
係
が
あ
っ
て
、
近
世
初
頭
(
天
正

十
七
年

K
蓑
谷
と
北
野
)
以
来
、

し
ば
し
ば
山
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
う
し
た
村
々
の
入
会
関
係
の
紛
争
は
、
前
田
氏
入
封
(
工
大
正
十
三
年
)
と
と

も
K
、
中
世
花
な
い
て
は
郷
中
入
会
山
で
あ
っ
た
山
林
に
対
し
て
、
札
山
銭
が

課
徴
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

郷
中
入
会
山
が
村
々
ま
た
は
一
一
村

K
分
割
e

帰
属

せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
o
前
記
の
天
正
年
間
以
来
の

北
野
白
菜
谷
間
村
の
係
争
花
対
し
て
、
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
、
十
村
の
命

K
よ
り
、
林
道
村
他
十
ヵ
村
の
肝
煎
が
仲
裁
に
入
っ
て
両
村
を
和
解
せ
し
め
た

込

(

お

)

A
H

、
ζ

の
十
一
ヵ
村
と
は
、
能
美
郷
内
の
村
々
で
あ
り
、
そ
と

K
か
つ
て

の
郷
的
連
帯
が
存
続
し
て
い
た
ζ

と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
o
水
利
面
で
も

池
川
筋
の
北
野
・
蓑
谷
・
理
休
を
は
じ
め
、
村
々
の
水
利
調
係
は
交
錯
し
て

い
た
o
し
た
が
っ
て
、
郷
的
範
域
を
背
景

K
F
山
H
H

と
nw

水
M
M

の
関
係
を
交
錯

さ
せ
た
村
々
の
精
神
的
紐
帯
の
上
に
慈
雲
神
社
が
成
立
し
て
い
た
と
い
え
よ

三三

J 
O 井

波
の
西
方
、
東
城
寺
の
奥
の
七
村
山
の
不
吹
堂
は
、
蓮
代
土
守
・
清
玄
寺
・

戸
板
・
五
領
・
今
里
・
谷
・
川
原
崎
の
七
ヵ
村

K
よ
h
ノ
祭
ら
れ
る
(
図
4
)
0

こ

の
不
吹
堂
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、

近
世
初
頭
陀
は
と
れ
ら
七
ヵ
村
は
西
大

谷
川
の
水
郷
(
山
見
村
も
属
す
る
)

を
形
成
し
、
ま
た
七
村
山
と
称
す
る
広
大

左
入
会
山
を
共
有
し
て
い
た
c
し
た
が
っ
て
、

ζ

れ
ら
の
村
々
ば
、
水
と
山
の

連
帯
を
基
盤
と
し
た
集
団
と
い
え
よ
う
c
現
在
で
は
祭
詑
集
団
は
拡
大
さ
れ
、

南
山
見
地
区
の
村
々
に
地
亘
外
の
久
保
。
池
田
e

山
見
。
三
部
落
を
加
え
て
、

毎
年
六
月
一
八
日
に
「
カ
ザ
ボ
シ
」
祭
り
か
む
ζ

左
わ
れ
て
い
る
。

ζ

の
拡
大

さ
れ
た
範
域
は
水
利
関
係
圏
(
図

4
K
示
し
た
よ
う
に
、

山
愛
小
河
川
水
利
で

七
カ
村
と
複
雑
に
結
び
つ
い
て
い
る
ゾ

?
と
、
行
政
区
画
に
ほ
ぼ
重
左
る
O

乏
な

、
明
治
初
年

K
清
玄
寺
村

K
か
つ
て
あ
っ
た
不
吹
堂
を
再
興
し
た
の
も
こ
の
拡

9 

大
さ
れ
た
範
域
の
村
々

で
あ
ニ
ノ
ム
ノ
~c

(
久
保
を
除
〈
)

風
神
の
祭
紀
集
団
が
行
政
区
画
比
拡
大
再
編
さ
れ
る
の
が
、

よ
り
明
確

K
る

ら
わ
れ
る
の
は
、
城
端
の
南
方
、
自
主
女
の
級
長
戸
辺
神
社
(
図

4
)

で
あ
る
o
社

伝
に
よ
る
と
「
延
宝
三
年
八
月
本
神
社
ヲ
創
建
セ
リ
其
後
元
禄
十
五
年
迄
信
徒

村
数
否
時
十
余
一
件
毎
平
一
一
一
鮭
給
符
世
間
世
祭
典
執
行
九
暁
ぺ
一
年
六
月
本
殿
再
建
明

治
三
年
迄
六
組
よ
り
(
信
徒
戸
数
一
万
一
口
J

)

組
総
代
明
治
六
年
迄
区
総
代
出
張

祭
典
及
営
繕
一
切
事
務
取
扱
ニ
従
事
セ
リ
・
:
:
」
と
い
わ
れ
る
o
ま
え
一
説

K

は
、
野
尻
村
の
十
村
、
六
郎
左
衛
門
が
大
西
村
伊
藤
喜
伝
次
岡
三
清
村
武
部
与

次
兵
衛
の
両
十
付
ら
と
相
談
の
う
え
、
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
に
強
風
地
帯

(

1

)

 

三
十
ヵ
村
の
鎮
守
と
し
て
創
建
し
た
と
も
い
わ
れ
る
が

2

、
喜
伝
次
は
十
八

世
紀
中
頃
の
人
物
、

与
次
兵
ヱ
が
山
田
組
肝
煎
を
勤
め
た
の
は
寛
文
十
二
年

t

延
宝
三
年
で
あ
り
、
寛
文
二
年
頃
の
山
田
組
十
村
は
井
波
村
加
兵
衛
で
る
る
。



し
た
が
っ
て
、
時
間
的
に
三
者
が
同
席
す
ら
こ
と
は
考
え
ら
れ
土
い
心
両
説
を

勘
案
す
れ
ば
、
十
七
世
紀
後
半
に
山
田
野
周
辺
の
村
々
の
守
護
神
と
し
て
創
設

さ
れ
、

そ
の
後
そ
の
信
仰
閣
が
三
組
(
な
そ
ら
く
山
田
組
・
井
口
組
・
太
美
組

-
山
見
組
の
う
ち
)
、
き
ら

K
南
嘱
一
帯
の
六
組
へ
と
拡
大
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ

る
o
と
も
る
れ
、

ζ

の
神
社
の
場
合
、
行
政
区
画
を
ぺ

l
ス
に
し
た
十
村
主
導

に
念
る
祭
記
集
田
を
形
成
し
、

し
か
も
そ
の
範
域
は
他
¢
不
吹
堂
の
祭
配
置
を

も
抱
摂
す
る
「
惣
」
風
神
の
性
格
を
も
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
3

金
屋
山
石
墨
付
の
不
吹
堂
は
そ
の
領
域
は
確
然
と
し
J
Z

山
が
、

か
な
り
の
広
域

「
近
平
打
続

大
風
御
座
侯
而
、
立
毛
作
雑
仕
、
近
郷
之
百
姓
中
甚
迷
惑
至
極
仕
俊
二
付
、
不

吹
堂
相
建
申
渡
奉
好
、
閑
附
下
仲
iu

ェ
一
不
談
納
得
之
上
:
i
h
w
t
w
骨
ん
早
甚
法

(
口
)

平

均

人

足

賃

等

夫

々

割

符

仕

侯

処

・

:

」

と

、

金

星

黒

村

を
基
盤
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
o
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
)
、

(
傍
点
筆
者
注
)

-
井
波
町
。
北
川
村
の
役
人
た
ち
が
割
符
分
を
負
担
し
左
円
、
と
い
う
古
河
瀬
村
の

説
得
方
を
十
村
に
願
出
し
て
い
る
c
図

4
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

ζ

の
四

カ
村
を
含
む
範
域
は
か
左
h
y

広
く
、

十
村
組
(
山
見
組
)
あ
る
い
は
近
世
建

山
見
郷
と
古
河
瀬
郷
)
が
想
定
さ
れ
る
。

と
れ
ら
の
他
に
、
庄
川
東
山
一
汗
K
は、

一
一
ァ
屋
村
他
九
ヵ
村
の
不
吹
堂
が
あ
る

カミ

こ
れ
は
あ
き
ら
か
げ
い
庄
下
郷
の
川
東
の
村
々
の
連
合
で
え
う
る
己
高
瀬
村

e

北
市
村
。
蓮
代
寺
e

杉
谷
の
各
村

K
も
不
吹
堂
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う

K
、

こ
の
地
域
の
不
吹
堂
の
基
本
的
性
格
は
、

」

3
4
J
3
J

な
に
よ
り

も
風
害
を
怖
れ
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
農
民
た
ち
の
信
仰
の
象
徴
で
あ
っ
た

と
い
う
点

K
あ
る

(
町
も
加
わ
っ
て
い
た
が
)
心
だ
か
ら
こ
そ
祭
配
達
合
は
水

利
集
団
や
山
の
入
会
集
団
と
重
左
り
、

ま
た
単

K
風
神
と
し
て
む
み
も
』
ら
ず
、

水
神
と
し
て
の
性
格
を
も
合
わ
せ
持
っ
た
わ
け
で
も
あ
る
心
持
花
、

そ
う
し
た

地
域
に
は
強

E4JR
地
縁
的
集
団
が
形
成
さ
れ
、

域
と
整
合
し
た

し
ば
し
ば
そ
の
範
域
は
近
惜
一
部

(
七
村
山
・
川
上
中
・
士
一
歩
、
谷
・
二
付
ノ
屋
他
九
ヵ
村
の
各
不
吹
堂

)
。
改
め
て
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
地
域
に
な
け
る
「
近
世
舞
」
の
「
地
域
」
と

し
て
の
有
意
性
託
注
包
し
左
け
れ
ば
な
る
ま
い

o
こ
の
地
域
は
直
接
的
に
顕
れ

る
地
域
と
い
う
よ
り
も
、

歴
史
的
基
控
と
し
て
、
他
の
諸
事
象
を
介
干
し
て
頭
現

す
る
「
地
域
一
で
る
る
と
凶
ょ
う
か
白
川
空
一
点
は
、

近
世
の
中
頃
よ
り
十
村

ら
の
指
導
に
よ
h
ソ
¥

認
よ
り
拡
大
さ
れ
た
行
政
区
画
と
し
て
の
組
を
基
盤
こ
す

る
風
衿
か
る
ら
む
れ

(
臼
疋
安
の
級
長
一
円
辺
神
社
、

金
重
心
不
吹
堂
)
、

風
神

E
F
柁
集
団
が
拡
大
再
編
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
む

水
神
と
山
地
い

己

来

人
々
は
水
を
治
め
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
き
た

が
、
大
日
午
越
が
こ
う
し
た
努
力
を
水
泡

K
帰
し
た
o
そ
ζ

で、

人
々
は
水
砕
を

祭
h
ノ
、
水
一
哀
を
諌
め
、

nu 

司

i

守
護
を
祈
題
し
た
。
そ
う
し

L

え
水
神
社
は
こ
の
地
域
に

も
数
多
く
み
ら
れ
る
っ
と
り
わ
け
河
川
沿
い
や
合
流
去
の
ト
了
下
流
域
に
多
れ

。
そ
う
し
た
水
神
社
に
去
、
水
系
地
域
、

ま
た
水
利
連
合
の
村
々
げ
い
よ
り
祭
柁

i
i
(ね
)

さ
れ
る
神
社
も
多
い
心
た
と
え
ば
、
庄
ハ
デ
域
で
は
、
庄
川
が
子
坦
部
へ

と
出
か
か
る
東
岸
部
の
圧
金
剛
寺
村
に
あ
る
一
冗
縫
神
社

(
俗
げ
ト
弁
才
天
)

は
庄

川
よ
り
取
水
寸
る
諸
用
L
V

れ
の
総
守
護
神
と
し
て
さ
/
¥
よ
り
巣
め
ら
れ
て
訟
り
、

前
者
の
例
と
い
え
よ
う
口
又
政
十
二
年
に
庄
川
西
岸
の
金
霊
山
石
黒
村

K
再
建
さ

れ
た
(
寛
政
年
中
空
で
あ
っ
た
の
が
流
出
と
記
録
さ
れ
て
い
る
)
野
尻
岩
墨
口

清
水
の
守
護
神
と
し
て
井

社
品
、
古
木
き
の
三
ム
ロ
村
に
毛
る
三
ム
日
新
用
水
の

守
護
神
と
し
て
の
字
四
月
!
な
左
ど
は
後
者
の
事
例
で
あ
る
。

村
々
入
会
山
の
守
護
神
を
祭
る
事
例
ー
と
し
て
は
、

福
元
町
西
部
の
山
地
の
字

峰
山
に
鎮
座
す
る
春
日
社
が
あ
る
(
{
子
葉
山
の
火
富
社
が
そ
う
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
る
)

O

司
社
は
克
一
誘
寺
舎
松
本
。
遊
部
・
川
川
ム
コ
白
6

(

疋
韓
寺
・
八
議
の
六



カ
村
入
会
山
の
守
護
神
と
し
て
忽
一
了
記
さ
れ
て
い
る
。
山
の
神
や
火
の
神
を
祭
る

神
社
を
ざ
っ
と
探
ぜ
ば
、
土
口
江
中
(
大
出
津
見
命
)
，
品
川
・
西
明
(
火
結
神
)

日
中
村
ι

千
福
(
武
墾
槌
命
)
，
和
泉
・
砂
子
谷
・
香
城
寺
(
木
花
関
取
姫
命

)
左
ど
、
山
麓
・
山
間
の
村
々
に
見
い
出
さ
れ
る

(
入
会
山
を
も
た
念
円
扇
状

地
の
村
々
に
は
あ
ま
り

d

み
ら
れ
な
い
)

0

と
う
し
た
地
域
で
は
、

入
会
関
係
を

通
し
て
の
氏
神
連
帯
が
か
つ
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存
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
当
地
方
で
は
都
中
入

会
山
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村
々
入
会
山
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多
〈
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近
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前
期
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解
体
し
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っ
た
た
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ζ

う

し
た
連
帯
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早
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薄
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
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近
世
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K
な
け
る
実
惑
を
領
め

念
い
。む

す
び

近
世
の
璃
波
地
方

K
長
け
る
ム
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を
越
え
る
広
域
な
祭
花
園
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も
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神
社
・

耐
に
つ
い
て
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そ
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祭
柁
集
団
の
性
格
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鼠
構
造
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地
域
性
ま
ど
に
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い
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考

察
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結
果
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え
る
o

近
世
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れ
な
け
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中
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発
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古
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れ
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史
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続
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え
た
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と
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嘱
波
地
方

κ
な
け

以
南
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念
る
形
式
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域
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と
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ま
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も
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で
壮
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介
し
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域
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郷
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象
を

あ
る
い
は
精
神
的
在
地
域
と
い
え
よ
う
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た

だ
し
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近
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後
半
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Aな
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十
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摘
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地

域
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新
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地
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域
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検
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、
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to the Structure of Wider Areas of A H i s tor i ca 1 Approach 

Worshipping in Tonami Shr ine 

Se i j i Hashimoto 

in which the structure and the strucshrine i s an attempt This article 

in terms of Soja (major shrine) and Hokora worshipping are analyzed 

in the in a number of vi llages worship in Tonami pe op 1 e shrine) ( small 

this study is as follows: The outline of Edo Per i od. 

in wider areas So j a， s i tuated in m achi (tα;vn) and worshipped by people 

lord and the feudal support of than the machi， had been developed by the 

The range of in the Edo Period. the machi theeconomic prosperity of 

areas， however， is not always defined. 

Soja and Hokora in rural areas have been established and maintained 2 ) 

by villages which， by cooperating m utually; wish their agricultural success.. The areas 

in the early developed region are basically found within the limits of Go・

structure of wide areas of shrine worshipping in Tonami was 

h i e r a r c a 1 a n d c omp 1 i c a t e d 1 y s t r a t i f i e d. 
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The 3 ) 




